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第１章 利活用・再整備方針の概要 

１．目的 

石岡駅西口バスターミナルの廃止に伴い、同ターミナルの今後の利活用・再整備に係る方針を定

めることを目的とします。 

 

２．対象区域 

JR常磐線石岡駅西口バスターミナル広場（1階） 

※ステーションパーク（2階）については、1階との一体利用を見据えた効果的な使い方を同時検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．検討フロー 

地域住民や駅利用者にとどまらず多くの人々が昼夜問わず集まることができる拠点としての整備

方針を定めるため、ワークショップやヒアリング等を実施し、市民・来街者・事業者等の意見を踏ま

えながら検討を行います。 

 

 

 

   
石岡駅西口バスターミナル
広場の利活用・再整備方針 

■ ワークショップ 

■ 庁内関係課協議 

■ かんばん横丁事業者ヒアリング 

各種意見 
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第２章 石岡駅西口バスターミナル広場周辺の現状と課題 

１．ワークショップ等での主な意見 

本広場を日常的に利用している、近隣住民や商工会・高校生などとのワークショップでの意見

を以下の通りです。 

（１）第 1 回ワークショップ 

【検討課題１】まちの魅力と課題を探る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【検討課題２】求められる機能・施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地域資源
活かした
場所性

子育て世
代への
配慮

快適な
空間

若者

「まち」
時間

強み Strength 弱み Weakness

機会 Opportunity 脅威 Threat

「駅」の交通結節点：

フラワーパーク・古い町並みへの
アクセス、ゴルフ場・高校生等の送迎

若者が集まる環境：

集まれる場所の確保:

飲食店(お茶が飲める場所)が少ない。
バス待ち時間をつぶせる場所がない。

仕事・産業がない／買い物ができない

「駅」のアクセス性：

都心から60分・特急の停車
つくば・水戸・土浦が近い

地域資源の良さ：

お米・4つの酒造・筑波山・
常陸國總社宮

お祭りの拠点性：

外部への人口流出：

滞在場所の貧弱さ：

地域・社会ニーズとの不一致：

若者・学生が入りやすいお店が少ない

2階のステージの存在

使いにくさ・非快適性

倉庫の不足／1階は暗いイメージ

高校生・動物専門学校等が多い

お祭りで40万人集まる

バイパスの充実／
つくば・水戸・土浦が近い

通過交通が多い：

産婦人科がない／妊産婦への配慮不足

人口減少・少子高齢化：

S W

O T

内
部
要
因

外
部
要
因

まとめ_①まちの魅力と課題を探る

「駅」の交通結節点としての集客性・拠点性を活かし、

I.駅利用者の「まち」時間を楽しめる日常と、

II.「石岡」地域固有の資源・文化を感じられる非日常が
共存する場づくり

まとめ_②求められる機能・施設

2 
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（２）第２回ワークショップ 

【検討課題１】ターゲット別に時間毎の利用シーンを想像する 
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【検討課題２】利用シーンの展開場所と必要なしつらえ 
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班 利用シーン ターゲット 設え

C
一人で勉強する：

・現状は勉強をする場所がない
学生

・今の図書館は席が少ない

　勉強できるところがあるとよい

・夜も明るい照明

D 本を読む 高校生

D 一人で勉強する 高校生

B
屋内で食事をする：

大人数でも利用できるフードコートのような場所
子育て・親子

B
屋内で食事をする：

ランチ営業している店
ワーカー

C 屋内で食事をする： 学生 ・Free－wifi

D 屋内で食事をする 親子 ・出し入れ、移動可能なテーブルセット

D ベンチに座る お年寄り
・お年寄りが立ち上がりやすいベンチ（壁際に、道路に背を向

ける形で配置）

E 屋内で食事をする 高校生 様々な飲食店

A

買い物をする：

・簡単なスーパー。お惣菜のあるようなおしゃれ

スーパー。

・キッチンカー。曜日で分けるなど

・石岡の名産品を売るところ

・たこ焼き、焼きそば

・軽トラで野菜を売る

子育て/お年寄り

・道路沿いに植栽

・明るいけど寂しい印象

・イベント専用の強めの電源

・３階と吹き抜けで繋がる

A

タクシーやお迎えを待つ：

・屋内の待合所

・屋内が良い。一部車が入れると良い。

・お迎えの車が見えやすいところ。

学生

・道路沿いに植栽

・明るいけど寂しい印象

・イベント専用の強めの電源

・４階と吹き抜けで繋がる

B

買い物をする：

・いろいろなお店のおそうざい

・夕食のおかず（例）かんばん横丁店舗で日替わ

りで販売

子育て・親子

B

電車・公共交通を待つ：

6:00~7:00

朝ご飯・メールチェックできる場所

コンビニ・パン屋さん

ワーカー

・メールチェックできる場所

・コンビニ

・パン屋さん

B
買い物をする：

石岡名物を買う（取引先等への手土産）
ワーカー

・物販店

・石岡名産品アンテナショップ

B
買い物をする：

お惣菜を買うちょっとした店
ワーカー

・惣菜店

・かんばん横丁の前の部分で、お惣菜を売れるスペース

C 電車・公共交通を待つ： 学生

D 買物をする 親子 ・出し入れ、移動可能なテーブルセット

E 待ち合わせをする 高校生 背もたれがある・ふかふか

E 買い物する ビジター

A お酒を飲む：
・今もあるが残しておく ワーカー

・道路沿いに植栽

・明るいけど寂しい印象

・イベント専用の強めの電源

・２階と吹き抜けで繋がる

B
お酒を飲む：

立ち飲みふらっと。一杯飲んで。
ワーカー ・飲食店

B
お酒を飲む：

複数の職場の人などと一緒に飲める店
ワーカー

・ウッドデッキ

・椅子テーブル

・フードコートのような客席

・柱や前面に照明。暗くない雰囲気づくり

・半面人工芝

・キッチンカーの乗り入れスペース

C 会議をしながら勉強する 学生
・机、イス（数名がかけられる）
・小・大人数のどちらにも対応できるよう、組み合わせて使え
るもの

C
コーヒー・お茶を飲む：

・駅に出て来るアクティビティ
学生

C お酒を飲む： ワーカー

C コーヒー・お茶を飲む：
・コーヒー飲みながら勉強学生 ・空間を仕切れる机、イス、充電器

D 会話をする 親子 ・出し入れ、移動可能なテーブルセット

E コーヒー・お茶を飲む 皆

B 全員
・歩道スペースの確保

・段差をフラットに

・防音空間

・充電できるコンセント
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（３）第３回ワークショップ 

【検討課題１】空間ゾーニング（案）についての意見 

 ・第 2回ワークショップ結果を踏まえて作成した空間ゾーニング（案） 
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【検討課題２】コモンズ・ゾーン（空間 b）がどのような場所・しつらえであると良いか 

・第 2回ワークショップ結果を踏まえて作成したコモンズ・ゾーンの整備パターン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

A：屋内空間充実型 B：屋外仮設空間型 C：屋内外ハイブリッド型 
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２．かんばん横丁事業者からの主な意見 

かんばん横丁には現在４事業者が入居し、もう１事業者の入居も決まっています。 

本広場の利用実態を良く知る、かんばん横丁事業者からの主な意見を以下の通りです。 

 

＜現在の営業・利用客に関して＞ 

・平日はサラリーマン、休日はゴルフ帰りの方が多く、電車の待ち時間に来店する人が多

い。 

常連客の中には近場から歩いて来店する方もいるが、行方や鉾田、小川から車で来店す

る方も多い。 

・店内の席数は限られているため、外で待ち列ができることもある。 

・2階でのイベント時にも、1階にはあまり人が来ない。 

・店舗前は人通りがあまりないが、16-18時の間が一番人通りが多い。 

＜広場の現況に関して＞ 

・1階、2階ともにスケボーをしている若者がいるが、安全面に不安はあるが賑わいが出

るのは良い。 

・月１回程度、２階で市場をやっているが、そこには家族連れが多く来ている。 

・駅改札やタクシー降り場からかんばん横丁までの案内がないため、営業しているのか、

どんな店舗があるのかが分からない。 

＜広場の利活用に関して＞ 

・地元の方に来てもらうためには目的来店してもらわないといけない。そのためにも、か

んばん横丁自体の魅力を高める必要があると感じている。 

時間の制約がない方については、食事のために１本電車を遅らせてもいいかと思わせる

ような場所にならないといけない。 

・お店の前にイス・テーブルができて客席として利用できると嬉しい。 

・近隣にお店が増えると良い。 

・大人向けの店舗が多いため、高校生など学生も行ける場所があると良い。 

・子育て世代も行く場所がなくて困っている。夜でも子どもを連れて駅に来ることが楽し

みになるような場所になると良い。 

・駅やタクシーから降りて目につくような場所に案内看板を出せると誘導ができてすごく

良い。 

キッチンカーはイベント時の一時的な賑わい出しとしては良いが、日常的な人の呼び込

みとしては、常設店舗の方が常連客が付きやすいため良い。 

・高校生や専門学校生が帰り際に食べられるようなクレープ、たこ焼きなどの店舗・キッ

チンカーが平日出ると良い。 
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第３章 石岡駅西口バスターミナル広場の利活用・再整備方針 

１．ゾーニング（案） 

（１）ゾーニングの考え方・ゾーニング配置図 

上記の基本方針、及びワークショップでの意見をふまえて、4つのゾーニングを示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 まちインフォ・ゾーン コモンズ・ゾーン 

アクティブ・ゾーン あそび・ゾーン 

小さなこどもの利用が中心となる遊

びや、広い空間を必要とするイベント

などを目的とするゾーン。 

広く多様な利用シーンが共存し、時間

帯や利用者によって空間構成が可変

するゾーン。 

イス・テーブルやくつろぎスペースの

設置により、自由な利用を促すととも

に、かんばん横丁との連携利用も図

る。 

交通要衝地・まちの中心地としてのイ

ンフォメーション機能を持つゾーン。 

情報メディア兼スクリーンの設置や、

キッチンカーが出入りできるような

スペース・デッキ空間などを設けるこ

とで、情報発信・タッチポイントとし

ての外部空間を計画する。 

広場のにぎわい創出の核となる、ミニ

スポーツを楽しめるゾーン。 

人工芝やバスケットゴールなどを整

備することで、学生をはじめとした若

者の放課後・休日の利用を見込む。 

まちインフォ・ゾーン 

コモンズ・ゾーン 

アクティブ・ゾーン あそび・ゾーン 

道路への飛び出しなど、利用者の

安全面に配慮して 2階に配置。 
最も活動的でにぎわいあ

るゾーンであり、ボール利

用なども見込まれること

から、空間の独立性に配慮

し、空間奥側に配置。 

かんばん横丁との連携を

はじめとして多様な利用

形態が想定されるため、中

央の大空間全体に配置。 

西口駅前広場と観光案内所との連携

利用を見込み、駅寄りに配置。 

空間ｄ 

空間ｂ 

空間 a 

空間 c 

11 
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２．コモンズ・ゾーンを中心とした空間づくり 

各ゾーンにおける空間づくりにあたっては、下記「空間づくりの考え方」に配慮した機能・施設配

置とするとともに、本広場の中心的空間となり多様な利用が想定される「コモンズ・ゾーン（空間

b）」においては、利用を限定しない新しい空間のしつらえを検討します。 

 

（１）空間づくりの考え方 

・様々なニーズの共存 

  「ひとりで過ごす」「グループで過ごす」「飲食する」「静かに勉強・仕事をする」など、多様

な過ごし方が共存できるような空間が求められている。音や匂い、ひと・ものの動きなどの変

化に対応できる、可変的な空間として整備することが望ましい。 

 

・夜間の安全対策 

  雨風をしのげる大屋根のある空間のため、不審者や泥酔者などの夜間利用及び治安の悪化が

懸念される。空間整備にあたっては、死角を無くすとともに、夜間や人が少なくなる時間帯の

管理を見据えた整備とすることが望ましい。 

 

・駅～バスターミナル広場南側（国道 6号側）への歩行者動線の確保 

  広場南側に交流施設及び駐車場の整備が予定されていることから、1 階は雨天時などの移動

動線（抜け道）としてのひとの通過が想定される。そのため、ひとの移動動線に配慮した機

能・施設配置とすることが望ましい。 

 

・空間のしつらえ（屋内型・屋外型）それぞれの特長を踏まえた利活用 

  再整備にあたっては、新たに屋根・壁を整備する「屋内型」と、現在のピロティ構造を生かし

た「屋外型」の 2 つの空間のしつらえが考えられる。それぞれにメリット・デメリットがあ

り、どのようなしつらえにするかで利活用の幅も変わるため、ゾーンの目的にあわせたしつ

らえの組み合わせを検討する必要がある。 
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（２）空間づくりのパターン 

「コモンズ・ゾーン（空間 b）」に対し、建築規模と利用形態の異なる 3つの空間づくり（しつら

え）のパターンを示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

空間パターン 特徴 

A：屋内空間充実型 ■天候・気温・風などの影響を受けずに快適に過ごすことができる 

■長時間の利用に向いている 

■静かな空間を確保できるため、勉強や仕事などの個人利用に向い

ている 

■掃除や物品の管理がしやすい 

■空間の可変性の面では、屋外型に劣る 

B：屋外仮設空間型 ■天候・気温・風などの影響を受けやすい 

■短時間の利用に向いている 

■スポーツ等のアクティブ利用や、音のでるもの、大勢での利用に

向いている 

■掃除や物品の管理がしにくい 

■空間の可変性が高く、特にイベント時の利用がしやすい 

C：屋内外ハイブリッド型 ■屋内型・屋外型の良い点、悪い点を兼ね備えたフレキシブルな空

間構成 

■屋内・屋外ともに大空間の確保ができないため、イベント時の利

用には限りがある 

 

なお、ワークショップやかんばん横丁事業者ヒアリングなどの各種意見の中では、【A：屋内空間

充実型】と【C：屋内外ハイブリッド型】への高い評価がありました。 

実際の整備に向けては、整備コストや管理・運営のしやすさ、今後の管理者・担い手の確保等も踏

まえたしつらえの検討を進めるとともに、仮設運用・社会実験などを繰り返し実施し、屋内型の利

活用の可能性を探りながら【B→（必要に応じて C→A）】と段階的に空間整備を進めていくことも

考えられます。 

 

  

 

コモンズ・ゾーン（空間ｂ） 

C で屋内空間として 

整備する範囲（仮） 

A で屋内空間として 

整備する範囲（仮） 
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＜しつらえのイメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

A：屋内空間充実型 

ベータ本町橋(大阪府大阪市) コミュニティステーション東小金井(東京都東小金井) 

東急池上線五反田高架下(東京都品川区) 日ノ出スタジオ(神奈川県横浜市) 
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＜しつらえのイメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

B：屋外仮設空間型 

コミュニティステーション東小金井(東京都東小金井) 東京うまい横丁(東京都千代田区秋葉原) 

銀天プラザ(山口県宇部市) トート広場(京都府京都市) 
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＜しつらえのイメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

C：屋内外ハイブリッド型 

黄金町かいだん広場(神奈川県横浜市) くらすクラス(東京都稲城市) 

中目黒高架下(東京都目黒区) コミュニティステーション東小金井(東京都東小金井) 
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３．整備イメージ（※この通りに整備されるわけではありません。） 

  本広場整備のイメージパースは次の通りです。 
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